
(57)【要約】

【課題】反射輝度（夜間視認性）が向上するとともに、

すべり抵抗性も向上させることができ、車輪走行時の騒

音も低減できる路面標示工を提供する。

【解決手段】道路進行方向に対して伸びるライン状の標

示であり、このライン状の標示は表面に道路横断方向又

は縦断方向又は斜め方向に向けて伸びる凹３・凸４があ

り、この凹３・凸４は高さが０．１～２mm程度で砂丘に

おける風紋状の不定形とした。

【選択図】　　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 道 路 進 行 方 向 に 対 し て 伸 び る ラ イ ン 状 の 標 示 で あ り 、 こ の ラ イ ン 状 の 標 示 は 表 面 に 道 路
横 断 方 向 又 は 縦 断 方 向 又 は 斜 め 方 向 に 向 け て 伸 び る 凹 ・ 凸 が あ り 、 こ の 凹 ・ 凸 は 高 さ が ０
． １ ～ ２ mm程 度 で 砂 丘 に お け る 風 紋 状 の 不 定 形 と し た こ と を 特 徴 と す る 路 面 標 示 工 。
【 請 求 項 ２ 】
　 標 示 表 面 に ガ ラ ス カ レ ッ ト を 散 在 さ せ た 請 求 項 １ 記 載 の 路 面 標 示 工 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 塗 料 が 路 面 に 塗 布 さ れ る こ と で 形 成 さ れ る 路 面 標 示 工 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ ン タ ー ラ イ ン 等 塗 装 に よ る 路 面 に 交 通 規 制 等 を 標 示 す る ラ イ ン や 文 字 で の 路 面 標 示 工
に 関 す る 問 題 点 は 、 雨 天 時 に お け る 夜 間 の 視 認 性 が 極 め て 劣 る こ と で あ り 、 下 記 特 許 文 献
で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 路 面 に 塗 布 し た 標 示 １ の 上 に 一 定 間 隔 で 横 方 向 に 突 起 物 ２ を 形
成 す る も の が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 公 報 　 第 ２ ５ ０ ９ ０ ９ ３ 号
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ の 路 面 標 示 工 は 、 突 起 物 １ に よ り 、 雨 天 時 に お け る 良 好 な 水 は け に よ っ
て 雨 水 の 滞 留 に よ る 反 射 性 の 低 下 が 防 止 で き 、 夜 間 の 視 認 性 を 良 く で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 車 両 が こ れ に 乗 り 上 げ る と き に は 確 か な 振 動 を 与 え て 居 眠 り 防 止 に も 役 立 ち 、 ま
た ド ラ イ バ ー の 耳 に 聴 き と れ る 警 報 の 役 目 を す る こ と が で き る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 記 特 許 文 献 １ の 路 面 標 示 工 で は す べ り 抵 抗 性 は そ れ ほ ど 改 善 さ れ ず 、 ま た 突
起 物 １ が 高 い た め 、 車 輪 走 行 時 の 騒 音 が 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 前 記 従 来 例 の 不 都 合 を 解 消 し 、 反 射 輝 度 （ 夜 間 視 認 性 ） が 向 上 す る と と
も に 、 す べ り 抵 抗 性 も 向 上 さ せ る こ と が で き 、 車 輪 走 行 時 の 騒 音 も 低 減 で き る 路 面 標 示 工
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 考 案 は 、 道 路 進 行 方 向 に 対 し て 伸 び る ラ イ ン 状 の 標 示 で あ り
、 こ の ラ イ ン 状 の 標 示 は 表 面 に 道 路 横 断 方 向 又 は 縦 断 方 向 又 は 斜 め 方 向 に 向 け て 伸 び る 凹
・ 凸 が あ り 、 こ の 凹 ・ 凸 は 高 さ が ０ ． １ ～ ２ mm程 度 で 砂 丘 に お け る 風 紋 状 の 不 定 形 と し た
こ と 、 お よ び 、 標 示 表 面 に ガ ラ ス カ レ ッ ト を 散 在 さ せ た こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 考 案 に よ れ ば 、 標 示 に 高 さ が ０ ． １ ～ ２ mm程 度 で 風 紋 状 の 不 定 形 な 凹
凸 を 設 け る こ と に よ り 、 単 位 当 り の 表 面 積 が 増 加 し 、 反 射 輝 度 （ 夜 間 視 認 性 ） が 向 上 す る
。 ま た 、 凹 凸 が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 す べ り 抵 抗 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 凹 凸 は 、 高 さ が ０ ． １ ～ ２ mm程 度 も の で あ り 、 風 紋 状 の 密 の も の で あ る の で 、
車 輪 走 行 時 の 騒 音 も 大 き く は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 考 案 に よ れ ば 、 ガ ラ ス カ レ ッ ト を 併 用 す る こ と に よ り 反 射 輝 度 （ 夜 間
視 認 性 ） と す べ り 抵 抗 性 が よ り 向 上 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 本 考 案 の 路 面 標 示 工 は 、 反 射 輝 度 （ 夜 間 視 認 性 ） が 向 上 す る と と も に
、 す べ り 抵 抗 性 も 向 上 さ せ る こ と が で き 、 車 輪 走 行 時 の 騒 音 も 低 減 で き る も の で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 に つ い て 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 考 案 の １ 実 施 形 態
を 示 す 平 面 図 で 、 例 え ば 道 路 の セ ン タ ー ラ イ ン な ど で あ り 、 道 路 進 行 方 向 （ α の 方 向 ） に
伸 び る ラ イ ン 状 の 標 示 と し て 、 路 面 に 塗 布 し た 標 示 １ の 表 面 上 に 道 路 横 断 方 向 （ β の 方 向
） に 向 け て 伸 び る 凹 ３ ・ 凸 ４ を 形 成 し た 。 こ の 凹 ３ ・ 凸 ４ は 、 標 示 自 体 の 縦 断 方 向 又 は 斜
め 方 向 に 向 け て 伸 び る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 凹 ３ ・ 凸 ４ は 、 高 さ が ０ ． １ ～ ２ mm程 度 で 風 紋 状 の 不 定 形 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 標 示 １ を 形 成 す る に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 自 走 台 車 ２ ０ に よ る 塗 装 装 置 を 使 用 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 自 走 台 車 ２ ０ は 駆 動 車 輪 ８ 、 自 在 車 輪 ９ を 備 え 、 手 押 し ハ ン
ド ル １ ０ を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 自 走 台 車 ２ ０ は 塗 料 タ ン ク １ １ 、 ビ ー ズ タ ン ク １ ９ な ど を 搭 載 し て お り 、 自 走 台 車
２ ０ の 前 部 に 横 に 張 り 出 す 支 持 フ レ ー ム ２ １ を 設 け 、 こ の 支 持 フ レ ー ム ２ １ に 前 記 塗 料 貯
ま り の 加 圧 タ ン ク １ ５ を 設 け た 。 図 中 ３ ３ は ビ ー ズ タ ン ク １ ９ か ら ガ ラ ス ビ ー ズ お よ び ガ
ラ ス カ レ ッ ト を 供 給 さ れ る ビ ー ズ 散 布 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 加 圧 タ ン ク １ ５ の 左 右 の 側 板 １ ５ ａ 、 上 部 板 １ ５ ｂ お よ び 底 板 １ ５ ｃ は 、 使 用 す る
塗 料 の 種 類 に 対 応 さ せ て 、 塗 料 が 加 熱 溶 融 タ イ プ の 場 合 は 保 温 が 必 要 で あ る た め 、 材 質 と
し て 金 属 製 の も の を 採 用 し 、 常 温 で 塗 布 が 可 能 な 塗 料 の 場 合 は 、 重 量 の 軽 減 お よ び 低 価 格
化 を 図 る た め 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど の 合 成 樹 脂 製 の も の を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 加 圧 タ ン ク １ ５ の 底 板 １ ５ ｃ を 左 右 の 側 板 １ ５ ａ に 対 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け
、 底 板 １ ５ ｃ に 塗 布 ノ ズ ル と し て 、 隙 間 幅 が ０ ． ２ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 細 長 孔 に よ る 直 接 流 下
式 ノ ズ ル （ ス リ ッ ト ノ ズ ル ） １ ６ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 底 板 １ ５ ｃ は 、 前 記 ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ の 隙 間 幅 を 異 な ら せ た も の を 予 め 複 数 種 類
用 意 し て お く 。 例 え ば 、 道 路 標 示 ラ イ ン が 連 続 線 の 場 合 は 幅 ２ ０ ｃ ｍ 、 破 線 の 場 合 は １ ５
ｃ ｍ 、 合 流 地 点 で 使 用 さ れ る ゼ ブ ラ （ 縞 馬 模 様 ） の 場 合 は ４ ５ ｃ ｍ と い っ た ご と く で あ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 塗 料 タ ン ク １ １ か ら 加 圧 タ ン ク １ ５ へ の 塗 料 供 給 は 、 ポ ン プ で 送 り 込 む よ う に す る 必 要
は か な ら ず し も な く 、 自 然 落 下 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 塗 料 を ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ に 押 出 す た め の 手 段 と し て 前 記
の よ う に 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ を 配 設 し 、 一 方 の 円 筒 回 転 体 ３ ８ を モ ー タ ４ １ に 連 結 し た
。 回 転 数 は 任 意 に 設 定 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 低 速 回 転 （ 例 え ば １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） す る よ う に
設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 一 方 の 円 筒 回 転 体 ３ ８ が モ ー タ ４ １ に よ っ て 回 転 す れ ば 、 こ れ に 齟 齬 し て
い る 他 方 の 円 筒 回 転 体 ３ ９ も 同 時 に 同 速 度 で 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 な お 、 回 転 方 向
は 、 各 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ が 加 圧 タ ン ク １ ５ の 内 壁 に そ っ て 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 回 転
す る よ う に 設 定 す る 。 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ は 同 一 形 状 で ギ ヤ 状 の も の で あ れ ば 、 ギ ヤ そ
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の も の で も 、 ヤ ス リ 形 状 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ と 加 圧 タ ン ク １ ５ の 内 壁 と の 隙 間 幅 、 す な わ ち 狭 隘 路 ４ ０
の 幅 も 、 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ の 直 径 を 変 更 す る こ と で 任 意 に 設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 使 用 に 際 し て は 、 塗 料 タ ン ク １ １ に 貯 め ら れ た 塗 料 は 、 こ れ を 加 圧 タ ン ク １ ５ に 送 る 。
加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 塗 料 を ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ に 押 出 す た め に は 、 モ ー タ ４ １ を 回 転 さ せ
れ ば 、 こ の 回 転 が 一 方 の 円 筒 回 転 体 ３ ８ に 伝 達 さ れ て 反 時 計 回 り の 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 結 果 、 円 筒 回 転 体 ３ ８ に 齟 齬 し て い る 他 方 の 円 筒 回 転 体 ３ ９ は 時 計 回 り の 方 向 に 回
転 す る 。 こ の 状 態 で 加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 上 部 に 塗 料 タ ン ク １ １ か ら 塗 料 を 供 給 す れ ば 、 塗
料 は 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ の 回 転 に よ っ て 、 両 側 の 狭 隘 路 ４ ０ を 通 っ て 加 圧 タ ン ク １ ５ 内
の 下 方 部 に 押 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 状 態 を 継 続 す る と 、 塗 料 は 加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 下 方 部 で 下 方 に 押 し 付 け ら れ る こ
と に よ り 、 加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 下 方 部 の 塗 料 の 内 圧 が 高 め ら れ る 。 よ っ て 、 加 圧 タ ン ク １
５ の 底 板 １ ５ ｃ に 形 成 し て あ る ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ か ら 、 例 え ば 路 面 に 向 け て 塗 料 が カ ー
テ ン 状 に 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ か ら の 吐 出 を 停 止 す る に は 、 円 筒 回 転 体 ３ ８ 、 ３ ９ の 回 転 方 向 を 吐
出 時 と は 反 対 方 向 に す る こ と で 、 狭 隘 路 ４ ０ か ら 下 方 へ の 押 出 し が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 塗 装 幅 を 変 更 す る に は 、 ス リ ッ ト ノ ズ ル １ ６ の 隙 間 幅 が 異 な る 他 の 種 類 の 底 板 １ ５ ｃ に
交 換 す れ ば よ い 。 ま た 、 底 板 １ ５ ｃ を 外 す こ と で 、 加 圧 タ ン ク １ ５ 内 の 洗 浄 を 簡 単 に お こ
な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 使 用 す る 塗 料 と し て は 特 に 限 定 は な く 、 路 面 標 示 用 塗 料 と し て 常 用 さ れ て い る も の （ 溶
剤 タ イ プ 、 水 性 タ イ プ 、 溶 融 タ イ プ ） 、 お よ び エ ポ キ シ 系 塗 料 、 Ｍ Ｍ Ａ 系 塗 料 、 ウ レ ア 系
塗 料 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 の ご と く 塗 料 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ５ ６ ６ ５ で 規 定 さ れ る 路 面 標 示 材 や 水 性 型 路 面 標 示 材
で あ る が 、 施 工 か ら 開 放 ま で に 、 形 成 さ れ た 凸 ４ が 崩 れ な い よ う 粘 度 を 高 く な る よ う 配 合
し た も の が 適 し て い る 。 例 え ば 、 溶 融 型 路 面 標 示 材 で は 粘 度 は ２ ５ ０ Ｐ Ｓ ／ １ ８ ０ ℃ 程 度
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 路 面 に 向 け て カ ー テ ン 状 で の 塗 料 の 吐 出 は 、 砂 丘 の 風 で 風 紋 が で き る ご と く
、 塗 装 に よ る 標 示 １ の 表 面 に 、 風 紋 状 の 不 定 形 な 凹 ３ ・ 凸 ４ を 形 成 す る こ と に な る 。 こ の
風 紋 状 の 不 定 形 な 凹 ３ ・ 凸 ４ は 、 道 路 横 断 方 向 又 は 標 示 １ 自 体 の 縦 断 方 向 又 は 斜 め 方 向 に
向 け て 伸 び る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 溶 融 型 路 面 標 示 材 で は 通 常 反 射 輝 度 を 向 上 さ せ る た め 、 前 記 の よ う に 、 塗 料 中 に ガ ラ ス
ビ ー ズ を 配 合 し 、 ま た 施 工 同 時 散 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 す べ り 抵 抗 性 向 上 の た め ガ ラ ス カ レ ッ ト を ガ ラ ス ビ ー ズ と 併 用 す る 。 こ の ガ ラ ス
カ レ ッ ト も ガ ラ ス ビ ー ズ と 同 様 に ビ ー ズ タ ン ク １ ９ か ら ビ ー ズ 散 布 器 ３ ３ に 供 給 さ れ 、 こ
こ か ら 散 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ガ ラ ス カ レ ッ ト と し て は 、 乾 式 ガ ラ ス リ サ イ ク ル 破 壊 装 置 Ｇ Ｋ Ｋ － １ ５ ０ ０ 型 で 破 壊 し
た 廃 ガ ラ ス リ サ イ ク ル 品 で あ り 、 茶 色 び ん で は 、 粒 度 ２ ， ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ サ イ ズ 、 円 形 度
０ ， ７ ９ ６ ７ ７ ７ 、 鋭 利 度 度 ０ ， ４ ０ ４ 程 度 の も の が 好 適 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 標 示 に 凹 ３ ・ 凸 ４ を 設 け 、 か つ ガ ラ ス カ レ ッ ト を 併 用 す る こ と に よ り 単 位
当 り の 表 面 積 が 増 加 し 、 反 射 輝 度 （ 夜 間 視 認 性 ） が 向 上 す る 。 下 記 表 １ に 溶 融 型 路 面 標 示
で の 反 射 輝 度 の 測 定 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 凹 ３ ・ 凸 ４ が 設 け ら れ 、 ガ ラ ス カ レ ッ ト を 使 用 す る こ と に よ り す べ り 抵 抗 性 も 向
上 す る 。 下 記 表 ２ に 溶 融 型 路 面 標 示 で の す べ り 抵 抗 性 測 定 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 の １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 の 施 工 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 加 圧 タ ン ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 加 圧 タ ン ク の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 加 圧 タ ン ク の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 路 面 標 示 を 施 工 す る 塗 装 装 置 の 加 圧 タ ン ク の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ … 標 示 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ … 突 起 物
３ … 凹 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ … 凸
８ … 駆 動 車 輪 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ … 自 在 車 輪
１ ０ … 手 押 し ハ ン ド ル 　 　 　 　 　 １ １ … 塗 料 タ ン ク
１ ３ … コ ン プ レ ッ サ 　 　 　 　 　 　 １ ４ … エ ン ジ ン
１ ５ … 加 圧 タ ン ク 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ａ … 側 板
１ ５ ｂ … 上 部 板 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ｃ … 底 板
１ ９ … ビ ー ズ タ ン ク 　 　 　 　 　 　 ２ ０ … 自 走 台 車
２ １ … 支 持 フ レ ー ム 　 　 　 　 　 　 ２ ２ … 昇 降 装 置
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３ ３ … ビ ー ズ 散 布 器 　 　 　 　 　 　 ３ ４ … エ ア ー タ ン ク
３ ５ … エ ア ー ブ ロ ー （ Ｌ Ｐ バ ー ナ ー ） ノ ズ ル
３ ８ 、 ３ ９ … 円 筒 回 転 体 　 　 　 　 ４ ０ … 狭 隘 路
４ １ … モ ー タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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